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を描く岡田さん、格子状の不思議な絵を描
く小林さん、野球選手を描く鈴木さん、音楽
が大好きでリズミカルな作品を描く阿部さ
ん、自動車やメカニカルなものが好きな竹葉
さん、動物を描く関さん、岡さん。関さんには
ファンがいて、いつも絵が完売してしまいま
す。このアーティストたちも将来もっと注目さ
れたらと思っています。
　studio FLATの特徴は、作風が重ならず
に、それぞれが違う個性を持っていることで
す。普通はどうしても他の人に引きずられて
しまうのですが、逆に真似ても真似を超えて
しまったり、勝手にオリジナルにしてしまった
り、皆たくましくて、私は本当にメンバーに恵
まれていると思います。

彼らの才能を広めたい
―― �studio FLATに所属する作家の作

品が、商品化されているそうですね。
　先ほどご紹介した清井さん、宮本さんの
作品は、フェリシモやタビオといった人気メー
カーから商品化されています。生活介護の
人は何もできないと思われることがとても悔
しくて、彼らが才能を持った素晴らしい人た
ちなのだと、知ってほしいという思いがありま
す。彼らの評価をきちんと高めて、価値を再
認識してもらいたい。
　抽象的な作品は一般の人には理解され
にくいので、ただの模様とか、いたずら書きく
らいにしか思ってもらえません。でもこうして
商品化されると、アートとして価値があると認
識してもらえるので、「やってきて良かった」と
思います。
　彼らにはすごいパッションがあって才能が
ある。それを分かってもらえることが、励みに
なり活動の原動力になります。

豊かな内面の表出
―― �制作を通じ、彼らへの影響を感じるこ

とはありますか？
　落書きでもなんでも良いのですが、外に何
かを出すことがとても大事です。そして、自分
の作品が別の全然知らない場所に飾られる
とき、彼らは何か特別な意味を感じるようで
す。展示する作品を制作するときは、パネル
に水張りした紙を用意するのですが、皆それ
を渡すと分かるみたいで、いつものラフな感
じからスイッチが切り替わって、本気モードに
なるんですよ。仕上げで絵の具を入れる作業
に移った時も、全身で喜びを表現します。
　本当に回を重ねるごとに彼らの作品が良

くなってきていて、本人たちがそれだけ何か
燃えるものがあるというか、ちゃんと感じて
もらえていることが分かるので、やりがいが
あって、毎日すごく楽しいです。アートの力に
よって内面を発散することで、生き生きと生
活してもらえたらと思っています。

活動を通して得た、人生の奇跡
―― �ご自身への影響についてはいかがで

しょうか。
　私もアーティストとしてずっと活動していま
すが、やめようと悩んだ時期もありました。で
も皆と接するようになって「自由にやってい
いんだ」と思えるようになってから、立体の制
作や、糸を結び合わせて作品をつくるプロ
ジェクトを始めました。
　糸を使った作品は、皆が作業所で作る「さ
をり織」という反物の残り糸を結んで長い糸
にし、それを綺麗に並べて制作します。障が
いのあるなしに関わらず、誰でも制作に関わ
ることができるので「connect project（コネ
クトプロジェクト）」と名付け、ワークショップ
を通じて大学や、保育園、障がい者施設を
つないで作品を制作しています。今回の展
示でもこのプロジェクトを体験できる場を設
ける予定です。
　私はこの活動を通して、人生の奇跡を得
ました。それは彼らとの信頼関係です。一度
築いた信頼は決して崩れることはありませ
ん。そういう人間関係って、日常であまりあり
ませんよね。そんな関係を築けるのは彼らの
魅力であり、才能だと思います。
　彼らとそういった絆を持てるような社会が
できれば、私の感じた奇跡をより多くの人に
分かってもらえると思っています。

フラットな社会を目指して
―― �来場者へメッセージをお願いします。
　今回のFLAT展では、現在活躍中のアー
ティストたちや特別支援学校の才能ある生
徒たちの作品を展示しますが、それぞれの豊
かな内面世界を表した作品と触れ、感動を
分かち合える瞬間の創出を、より多くの人に
伝えたいと思います。
　studio FLATの目指すところは、障がい者
アートとか、アールブリュット（生

き

の芸術）とか、
そういう特別な呼称をされない社会です。こ
れだけ作品が素晴らしく、アートとしての魅力
が十分あるので、もう現代アートとして一括り
でいいんじゃないかという思いがあり、「FLAT

（フラット）」という言葉を使っています。そう

FLAT展かわさき
アートが人をつなぐ 
日時：2017年
　　　11/15（水）～11/29（水）
　　　10：00～18：00
会場：ミューザ川崎シンフォニーホール
　　　4F 企画展示室
　　　（川崎市幸区大宮町1310
　　　JR川崎駅西口直結）
入場無料・イベント参加無料(予約不要)
お問い合わせ：（公財）川崎市文化財団
　　　　　　　TEL 044-222-8821

◆ワークショップ
　11月18日（土）13：00～15：00
　◦大薗一樹「色紙で立体をつくろう！」
　◦山内健資「リクエストで動物を描く」
　◦半澤真人「工場画を描くライブペイント」
　11月26日（日）13：00～15：00
　◦大平 暁「connect project」

　studio FLAT所属アーティスト宮本憲史朗
さんのデザインが商品化されています。
◦�通信販売会社 FELISSIMO（フェリシモ）よ

り、財布、アクセサリーなど
https://continew.haco.jp/entries/1074

◦靴下専門店 Tabio（タビオ）より、
　靴下が近日発売予定

いう社会になっていく原動力をこの展示か
ら感じてもらいたいと思います。

川崎を神奈川のアートの中心に
―― �今後の活動についてお聞かせください。
　施設や保護者色 な々方の支えがあってこ
こまでやってこられました。今後も、所属作
家や学生に対して、経済的な自立へつなが
るような活動を続けていきたいと思います。
　studio FLATが神奈川県のアートセンター
として機能し、この川崎が障がいのあるなし
に関わらずアートを中心として、未来のイノ
ベーションを牽引することを目指したいと考
えています。具体的には出張studio FLATを
行い、より多くの川崎在住のクリエイティブな
人たちとアート制作を行いたいですね。
　そして、この活動を継続することで、私が
studio FLATの活動を通じて得られたような
人生の奇跡が、社会全体で当たり前になる
ような未来を目指したいと考えています。
　アートが人をつなぎ、新しい未来を創造で
きると、私は本気で信じています。

一人一人と会話しながら指導する大平さん 和やかな雰囲気の中で行われる制作活動
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